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海藻類の完全利用に関する研究(第2報)

アルギン酸製造訟の改良(その 2)

佐藤久弐森田陸夫安藤節夫

On  the Perfect Utilization of Sea-weeds (11) 

On the lmprovements in Manufacturing of AIginic Acid (2) 

Hisatsugu Sato， Mutsuo Morita and Setsuo Ando 

Abstract 

In present paper， we gave numerical data on filtration velocity of extract， 
yield， viscosity and nature of a日hesof Sod¥um alginate， which was prepared 
by our newly devised extra巴tingprocess. We critized our process comparing 
with ordinary one. We alse> found the fact that alg¥nic acid of high 
viscosity was obtained when extra巴tedwith alkaline solution of rather high 
c.oncentration. 

I.緒 言

著者らはさきに第 1報(1)においてアルギン酸製浩法に闘するこ，三の改良法を提案したので

あるが本報告に沿いてはそのうちの改良抽出法(第1報Fむいては冷抽出法と呼ばれている)

と他の抽出法とを，鴻過速度，牧率，粘度， !_欠分等につき数値的に比較検討し.各法の特徴，

さらに改良すべき黙を明かにした。

ll. 責職

責験に用いた褐藻は本年五月室蘭迫直潰にたいて採集したちがいそ (2)である。 原藻は風乾

しさらに 105~1l0ac に沿いて 2 時間乾燥し 10 メッシユの飾を通過する程度に粉砕する。

との試料 5gについて次の三種の抽出法を試みた。

(1) 室工大研報 Vol.1， No. 2， p. 78 
(2) Alαr似 crassifoliα勾iellm側

( 37 ) 
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A. 冷抽出法.4g， 3g. 2.4g， 2g， 1.4g， 19， 0.6g. 0.2gの無水安酸ソーダを 60ccの7K

に溶解した7Ki容液にそれぞれ試料を加えて， 90"Cに 30分加熱し後加熱をやめて 10分間

激しく担和L，7Kを加えて 200ccとして，常温に沿いて 1時間撹枠抽出する。

B. 熱抽出法.2%. 1.5%， 1.2%， 19合， 0.7%， 0.5%. 0.3%， 0.1%の茨酸ソーダ水時液

200ccにそれぞれ試料を加えて 600Cに保ちながら 2時間援枠抽出するの

C. 熱水前車理法. 200ccの水とともに試料を 1時間， 95~C に加熱し後 600C に冷却し

それぞれ 4g.3g， 2.4g， 2g. 1.4g， 19， 0.6g， 0.2g の無水茨酸ソ戸グをjJllえ 600Cにたい

て 1時間撹枠抽出する.

以下，上の三抽出法をそれぞれ A法， B法， C法と呼ぶ。

か〈て得られた原藻抽出物を共に著者らの考案になる成屠櫨過器(第 1報， 第 I闘参照)

により減堅議過する。すなわち内偲 8.5cm，深さ 4cmのヌツチヱに鹿搾せるガラス綿を

0.5cm，石英砂を 2.5cm の厚さに下より成層的に充填したものを用い，最高減塵度 6~7

mmHg に達するに 3.5 分~要する減壁装置によって措過を行ろ。描過が終れぽ原藻E草津k

60勺Cの世湯 100ccをもクて洗浮L洗液は搭液に加える。

かくて得られた各抽出液には用いたアルカりを中和してた会液を 0.03N程度の酸性に保ヲ

だけの 5N堕酸をそれぞれ加え，充分撹非して放置， アルギン酸を凝集せしむ。後 500Cに

5分間加熱しアルギシ酸グルを離紫(加温離禁法，第 1報参照)せしめ措過する。

弐にアルギシ酸グルには 0.5gの無水安酸ソーグを加え，少量の7Kとともに担和し，全体が

一様に糊扶となったとき，メグノ ~Jレ 150cc を添加し数時間放置する.後メタノ{ルを同量

宛さらに 2度とりかえ， 粧水されたアルギン酸ソ{グを櫨別L，真空乾燥器中にー霊夜以上

放置して乾燥する。

さて鴻過速度は，原藻抽出物を上速の成居措過器上に加え，強過を始めてから描過器土の原

藻建津暦に宰瞭を生じ外気が侵入するまでの時聞を測定して諒過時間としとれを以て表わし

?と、

躍過速度にクいては.第 1表なよぴ、第 1闘に見るように全般的に A 法が最もすぐれ次で

C法， B法の顕である。搭過速度が抽出液の粘度と密接な関連を有するととは営然考えられる

第 1 表

2% 1.5% 1.2% 1% 0.7% 0.5% 0.3% 0.1% 

A 7'15" 7'3" 6'50" 6'38" 5'47" 2'56" 2'47" 5" 

B )90' >90' )90' >90' >90' 18'30" 42" 5" 

C >90' >90' 65'0" 43'6" 30'47" 1'34" 1'28" 10" 

( 38 ) 
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90r ， ととろであるが各法の製品の粘度は

後述するよろに， C法が最低で、ヨたで

Bol i A法， B法の)1闘に高くなり，描過速

70ι F 
度の大小の)1蹟とは一致し-C:jならな

い。 との黒占にクいては，t嘩過速度を

規定する因子として，抽出物の粘鹿

以外に拍出物中の不溶性E草津の欣態
to ι E i 

を考慮に入れると説明するととがで

拘島 ノ
きる。すなわち A 法に沿いては冷

温であるためまた C法に沿いてはア

時30 )f.・-x. PS K yレカりとの接鰯時聞が短いため藻体

問
4_4  c 

中の繊維質等が抽出液中に沿いて水
孟。

~ 
手Il，膨潤j__，また分散するととが少

いためであろろと考えられる。
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牧互容は各法に1ないで得られたアJレ

~S 1.0 J.5 2.0 
ギン酸ソーグの乾燥原藻に封ずる百

N"4Jωジ震~伐) 分率で表わす。

第 1 圏 牧至容にクいては第一に注目される

ととは 2%，1.5%， 1.2%， 1%等高アルカリ度に沿いては，ほとんど見るべき差がないのに

封し 0.5%，0.3払 0.1% 等低アルカリ度にたいて特に C法がすぐ守れている貼である。と

れは A 法あるいは B法に1ないては抽出が不完全となる工ちた低アルカリ度に沿い℃も C法

に沿いては充分あるいは相営程度に抽出が行われるととを示すものである。とれば最高牧互容を

興えるアルカリ度が A法， B法， c法に沿いてそれぞれ 1%，0.7%， 0.5%と漸減してい
る事貫とともに抽出の難易に沿いて C訟がもクとも容易で、あり，ィついで B法， A法の順で

あるととを表わすものと解持されよう。原藻中のアルギン酸含量を 35%としたとき，アルギ

ン酸が全部ウロン酸無水物のみから構成されているとすると理論アルカリ量が正しく 0.5% 

第 2 表

2% 1.5% 1.2% 1% 0.7% 0.5% 0.3% 0.1% 

A 25.4 27.2 28.0 31. 0 26.0 24.0 15.4 6.0 

B 25.4， 25.0 29.8 30.6 34.0 31.4 18.6 2_4 

C 26.4 25.6 29.6 29.3 32.0 33.0 30_0 8.0 

( 39 ) 
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に封醸し C法の最高牧率のアルカ

リ度と一致するととは興味深い。第

-4-0. こに注目されるととは各法にたい

て， 最高牧互容を輿えるアルカリ度よ

り高低いやれのアルカロ度にたいて

JO I・ tJl ア密奇偽』 も牧率が減少する事費である。低ア

主h 愈 ルカリ度に治ける牧率の低下は抽出
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官』

。田町o A 
y.-x  8 
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の不完全をもって設明せられるが高

アルカリ度に1なげる牧至容の減少には

何等かの他の原因を考えたけれぽな

らない。.因として高アルカ P度の

場合にはイ足分子アルギン酸の崩壊が

起り， 酸を加えても析出しない程度

のー居低分子のものになるととも考

えられるであろろ。

~t /.0 パ‘f ，ZO 粘度は 1%のアルギン酸ソ{グi容

N42.ωsj肢は)
第 2 箇

イズで表わした。

液の 20つC に治げるものでオストワ

ルド粘度計を用いて測定しセレチポ

粘度にタいては全般的に B法が堅倒拘に高粘度であるのに封L-cC法が極端に低粘度であ

り， A法が略雨者の中聞にある黙が注目される。従来の研究(坊によれぽ抽出アルカリ度の増

加は製r品アルギン酸ゾ{グの粘度に封して少くとも好影響を興えや 600C にたいて安酸ソ{

グをもクて B法により抽出する場合，最高濃度は 0.4%であると報告されている。とれに反

し著者らの得た結果は1.5%まではk昇し， 2%に至って始めて潮減の傾向そ示している。と

第 3 表

2，% 1. 5，百 uμI 1% 。.7% .5% I 0相 I__o.竺
A 278 305 285 272 

B 770 888 746 476 370 211 21 12 

C 56 69 65 60 75 77 19 11 

(3) 高崎武竣; 靖訂f毎濠エ業 (昭和 26年)272頁

( 40 ) 
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の従来とは異なった結果を設明

するためには原藻中のアルギン

酸は一般高分子物質の通例のよ

うに低分子量から高分子量に至

る種々の重合度のアルギン酸の
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ルギシ酸は拍出され示、アルカリ

度の上昇とともにしだいに高分

子量のアルギン酸が抽出され，

1.5% に至。て始めて望まLい

高分子量のアルギン酸の抽出が

行われるものと考えなければな

らない。またアルカリのアルギ

シ酸の腰質性に及ぼす悪影響は

少〈とも茨酸ソ{グを使用し供

60
0

C の範固に沿いてはあまり

著しいものとは考えに〈い。

C法の極端た低粘度にヲいて

は.熱水底理によりアルギン酸

の腰質性に大きな饗化が起きた

ととは想像されるが，車なる熱

7k~~1の 1 時聞の浸漬がそれ程苛

酷な庵理とも考えられや，との

鞘にてコいては今後の研究にまち

たい。

Z峰。

次分は各法にむけるアルギン

酸ソ{グの一部を 6500C にた

いて1時間灼熱[得られた友分

の乾燥原藻に封する百分率で、表

わした。
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第 4 表

2% 1.5% 1.2% 1% 0.75'0 0.1% 

A 21.40 21. 50 20.56 21. 98 19.08 19. 75 I 20. 10 20.43 

B 21. 71 19.67 20.33 21.65 21.14 21.80 I 21.91 20.87 

C 21. 85 22.00 21. 27 21.57 20.23 20.12 

ちなみにアルギン酸ソ{ダの規格によれば (4)暗赤色を越えない程度友化した場合の次分が

18-24%の範圏内にあれば合格である。

IIl.総括

以上の貫験結果を総括するに C法に沿いては高、枯性アルギン酸を得るととはできたいが，

略理論量のアルカリ量で充分抽出を行ろととができ，使用薬剤の節約は著しい。叉諸過が容易

であり悲速にアルギン酸を得るととができる特徴がある。しかし低粘』性アルギシ酸に特殊の用

途が拓け友い限り工業的には望みたい。

A 法は鴻過時間が最少である黙，加熱燃料費の少なき黙なE長所はあるがやはり高粘性ア

ルギン酸を得るととができない憾みがある。しかし最近は中程度の粘度のアルギン酸の販誌も

あるようであるからそのためには良好な方法といえよう。

B法は粘度に1ないで最もすぐれ℃いるから製品の白度を高めるととに努力すべきである。

訟を原料に用いたちがいそは雑海農として従来用途を見出L得なかクたものであるが本研究

の結果含量の貼に沿いて，また品質の黙に沿いて，優秀なアルギン酸原料であるととが認め

られた。

終りに本研究に3討しご好意をいただいた北海道水産試験場長大島博士に聖母し厚〈感謝の意~

表する。

(4) 高橋武雄; 槍計海議工業(昭和 26年)429頁

( 42) 

(昭和 25年 10月 31日受付)


